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平成26年度予算額
(千円)

平成25年度予算額
(千円)

対平成25年度比

Ⅰ　事業活動収支の部

１．事業活動収入
下記（１）の預託台数に下記（２）の平均単価及び下記（３）の装備率を乗じて算出

①　預託金預り収入
（１）預託台数

再資源化等預託金預り収入 48,808,250 50,986,958 96% 平成26年度予算(A) 平成25年度予算(B) (A)/(B)
（＝期間中に自動車所有者が預託する 新車購入時預託 461万台 474万台 97%
再資源化等預託金の合計額） 引取時預託 11万台 14万台 75%

番号不明被災自動車 0.05万台 0.30万台 17%
合計 472万台 489万台 97%
引取時預託台数：後付預託台数込み（平成26年度予算(A)4.8万台　平成25年度予算(B)7.2万台　(A)/(B)67%）

○平成26年度予算の新車購入時預託の台数は、一般社団法人日本自動車工業会が平成26年1月30日に発表した平成26暦年国内新車需要見通し（485万台）及び消費税増税等の影響を考慮して設定
○平成26年度予算の引取時預託の台数は、平成25年度引取時預託の台数実績の傾向値を基に設定
○平成26年度予算の番号不明被災自動車の台数は、本財団による自治体へのヒアリングを基に設定

（２）平均単価（エアバッグ類・エアコン未装備車及び番号不明被災自動車を除いたもの）
平成26年度予算 平成25年度予算

新車時預託 引取時預託
合計
（Ａ）

新車時預託 引取時預託
合計
(B)

ＡＳＲ 6,380円 5,760円 6,370円 6,420円 5,740円 6,410円 99%
エアバッグ類 2,170円 2,300円 2,170円 2,260円 2,230円 2,260円 96%
フロン類 1,960円 2,120円 1,960円 1,990円 2,110円 1,990円 98%
合計 10,510円 10,180円 10,500円 10,670円 10,080円 10,660円 98%

○平成26年度予算の平均単価は平成25年度預託実績の傾向値を基に設定

（参考）平成25年4月から平成26年1月までの平均単価実績(番号不明被災自動車を除いたもの）

新車時預託 引取時預託 合計

ＡＳＲ 6,370円 5,760円 6,360円
エアバッグ類 2,210円 2,300円 2,210円
フロン類 1,970円 2,120円 1,980円
合計 10,550円 10,180円 10,550円

（３）装備率(番号不明被災自動車を除いたもの）
平成26年度予算 平成25年度予算

新車時預託 引取時預託 合計 新車時預託 引取時預託 合計

エアバッグ類 99% 32% 98% 98% 33% 97%
フロン類 99% 30% 99% 99% 32% 99%

○平成26年度予算の装備率は平成25年度預託実績の傾向値を基に設定

（参考）平成25年4月から平成26年1月までの装備率実績(番号不明被災自動車を除いたもの）

新車時預託 引取時預託 合計

エアバッグ類 98% 32% 97%
フロン類 99% 30% 99%

情報管理預託金預り収入 607,165 625,950 97% （１）預託台数

（＝期間中に自動車所有者が預託する 平成26年度予算(A) 平成25年度予算(B) (A)/(B)
情報管理預託金の合計額） 新車購入時預託 461万台 474万台 97%

引取時預託 6万台 7万台 83%
番号不明被災自動車 0.05万台 0.30万台 17%
合計 467万台 482万台 97%

（２）情報管理預託金1台当たり（主務大臣が認可したもの）
130円

預託金預り収入計 49,415,415 51,612,908 96% 平成26年度予算：新車購入時・引取時別の預託金預り収入の内訳

新車購入時預託 48,873,230千円

引取時預託 542,185千円

合計 49,415,415千円

②　特定資産運用収入 平成26年度の年間保有債券平均残高及び年間利回りを下記のとおり想定して算出

再資源化預託金等特定資産運用収入 11,270,575 11,602,845 97% 平成26年度予算(A) 平成25年度予算(B) (A)/(B)
（＝期間中に再資源化預託金等の運用 想定年間保有債券平均残高 8,845億円 8,662億円 102%
で得られる収入の合計額） 想定年間利回り 1.27% 1.34%

○平成26年度予算の想定年間保有債券平均残高は、平成25年度末保有債券残高を8,811億円、平成26年度債券満期償還額を861億円、平成26年度新規債券取得額を976億円、
　 平成26年度末保有債券残高8,926億円と想定して算出
○平成26年度予算の想定年間利回りは、平成25年度以前取得債券の利率を1.29%、平成26年度新規取得債券の利率を0.91%と想定して算出

平成２６年度　再資源化預託金等特別会計収支予算書（案）の説明書

収支予算書上の科目 内容説明

（Ａ）/（B）

資料３－４
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平成26年度予算額
(千円)

平成25年度予算額
(千円)

対平成25年度比

２．事業活動支出
引取業者引取台数の想定

①　預託金払渡支出 平成26年度予算(A) 平成25年度予算(B) (A)/(B)
引取業者引取台数 340万台 340万台 100%
○平成26年度予算における引取業者引取台数は、引取業者引取実績を基に設定

再資源化等預託金払渡支出 33,306,300 32,561,660 102% 下記（１）の払渡台数に下記（２）の平均単価を乗じて算出
（＝期間中に自動車製造業者等から払
渡請求される再資源化等預託金の合計 （１）払渡台数 引取業者引取台数におけるエアバッグ類・フロン類の装備率想定
額） 平成26年度予算(A) 平成25年度予算(B) (A)/(B)

ＡＳＲ 348万台 340万台 102%
エアバッグ類 237万台 238万台 100% エアバッグ類 69% 71% 67%
フロン類 302万台 289万台 104% フロン類 87% 85% 86%
○引取業者引取から払渡までに要する期間をASR：2ヶ月、エアバッグ類：1ヶ月、フロン類：2ヶ月と想定
○番号不明被災自動車に係る払渡台数はASR：0.8千台、エアバッグ類：0.7千台、フロン類0.6千台と想定

（２）平均単価
平成26年度予算(A) 平成25年度予算(B) (A)/(B) （参考）平成25年度
4月から平成26年1月までの平均単価実績

ＡＳＲ 6,190円 6,230円 99% ＡＳＲ 6,190円
エアバッグ類 2,300円 2,240円 103% エアバッグ類 2,230円
フロン類 2,090円 2,090円 100% フロン類 2,090円

○平成26年度予算の平均単価は平成25年度払渡実績の傾向値を基に設定

（３）平成26年度予算：品目別の再資源化等預託金払渡支出の内訳

ＡＳＲ 21,541,200千円
エアバッグ類 5,453,300千円
フロン類 6,311,800千円
合計 33,306,300千円

情報管理預託金払渡支出 605,500 544,000 111% 下記（１）の払渡台数に下記（２）の単価を乗じて算出
（＝期間中に情報管理センターから払渡
請求される情報管理預託金の合計額） （１）払渡台数

平成26年度予算(A) 平成25年度予算(B) (A)/(B)
払渡台数 344万台 340万台 101%
○引取業者引取から払渡までに要する期間を１ヶ月と想定

（２）情報管理預託金1台当たり単価（主務大臣が認可したもの）

払渡台数 払渡台数比率 払渡台数 払渡台数比率 払渡台数 払渡台数比率
130円 186万台 54% 238万台 70% 183万台 54%
230円 158万台 46% 102万台 30% 158万台 46%

（参考）平成25年4月から平成26年1月までの払渡台数比率実績
単価 払渡台数 払渡台数比率

130円 200万台 70%
230円 88万台 30%

未払再資源化預託金等利息支払支出 3,406,811 2,948,408 116% 上記ＡＳＲ・エアバッグ類・フロン類・情報管理預託金の払渡平均単価に預託年度に応じた下記利率を乗じて算出 （平成25年度以前に預託された自動車の預託金払渡について利息が付される）
（＝期間中に自動車製造業者等から払渡
請求される再資源化預託金等に付する利 平成16年度利率 0.004% （参考）平成26年度予算の内訳
息の合計額） 平成17年度利率 0.380% 再資源化等預託金払渡支出に付す利息支払支出 3,347,854千円

平成18年度利率 0.835% 情報管理預託金払渡支出に付す利息支払支出 58,957千円
平成19年度利率 1.132% 合計 3,406,811千円
平成20年度利率 1.248%
平成21年度利率 1.304%
平成22年度利率 1.344%
平成23年度利率 1.330%
平成24年度利率 1.299%
平成25年度想定利率 1.233%
○平成25年度想定利率

平成25年度に再資源化預託金等を運用して得た運用利益金（想定額：110億円）を平成25年度末における再資源化預託金等の総額及び運用利益金の残高（想定額：8,918億円）
で除して得た率

預託金払渡支出計 37,318,611 36,054,068 104%

収支予算書上の科目 内容説明

平成26年度予算 平成25年度予算
平成25年度

4月～1月実績

単価
平成26年度予算 平成25年度予算 平成24年度実績

平成17年度以前及び平成24年度以降預託自動車の払渡し
平成18年度から平成23年度預託自動車の払渡し

平成17年度以前及び平成25年度以降の預託自動車の払渡し
平成18年度から平成23年度の預託自動車の払渡し
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平成26年度予算額
(千円)

平成25年度予算額
(千円)

対平成25年度比

②　預託金輸出返還支出

再資源化預託金等輸出返還支出 13,519,380 12,298,320 110% 下記（１）の返還台数に下記（２）の平均単価を乗じて算出
（＝期間中に自動車所有者から返還請
求される再資源化預託金等の合計額） （１）輸出返還台数

平成26年度予算(A) 平成25年度予算(B) (A)/(B)
輸出返還台数 120万台 108万台 111%

○平成26年度予算の輸出返還台数は、平成25年度輸出返還台数実績見込みから、ミャンマーへの輸出台数減少傾向等を考慮して設定

（参考）平成24年4月から平成25年12月までの輸出返還台数実績
4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 合計

平成24年度 26万台 27万台 30万台 29万台 112万台
平成25年度 29万台 34万台 34万台 － 97万台

（２）平均単価
平成26年度予算 平成25年度予算

平均単価 11,270円 11,390円

○平成26年度予算の輸出返還平均単価は平成25年度輸出返還実績の傾向値を基に設定

（参考）平成25年4月から平成26年1月までの平均単価実績
平均単価 11,250円

未払再資源化預託金等利息支払支出 1,254,060 1,005,688 125% 上記輸出返還平均単価に預託年度に応じた下記想定利率を乗じて算出 （平成25年度以前に預託された自動車の預託金輸出返還について利息が付される）
（＝期間中に自動車所有者から返還請求
される再資源化預託金等に付する利息の 平成16年度利率 0.004%
合計額） 平成17年度利率 0.380%

平成18年度利率 0.835%
平成19年度利率 1.132%
平成20年度利率 1.248%
平成21年度利率 1.304%
平成22年度利率 1.344%
平成23年度利率 1.330%
平成24年度利率 1.299%
平成25年度想定利率 1.233%
○平成25年度想定利率

平成25年度に再資源化預託金等を運用して得た運用利益金（想定額：110億円）を平成25年度末における再資源化預託金等の総額及び運用利益金の残高（想定額：8,918億円）
で除して得た率

預託金輸出返還支出計 14,773,440 13,304,008 111%

③　他会計への繰入金支出 158,587 355,281 45% 平成26年度に指定再資源化機関（152,000千円）及び資金管理法人（6,587千円）へ出えん等を行うために承認・認可済特定再資源化預託金等特別会計へ繰入れる特定再資源化預託金等の額 
（＝期間中に承認・認可済特定再資源化 （資料3－5、3－6、3－7、3－8参照)
預託金等特別会計へ繰入れる特定再資
源化預託金等の合計額）

平成26年度予算額
(千円)

平成25年度予算額
(千円)

対平成25年度比

Ⅱ　投資活動収支の部

１．投資活動収入

①　特定資産取崩収入 下記（１）～（４）を合計して算出
（１）自動車製造業者等へ再資源化預託金等・利息を払渡すため、資金管理法人が出金する額（取崩す特定資産の額） 373億円

再資源化預託金等特定資産取崩収入 52,377,997 49,779,565 105% （２）自動車所有者へ再資源化預託金等・利息を返還するため、資金管理法人が出金する額（取崩す特定資産の額） 149億円
（＝期間中に預託金払渡支出等に充てる （３）承認・認可済特定再資源化預託金等特別会計へ特定再資源化預託金等を繰入れるため、資金管理法人が出金する額（取崩す特定資産の額） 1.6億円
ために実際に出金する額の合計額） （４）債券取得時に経過利息を支払うため、資金管理法人が出金する額（取崩す特定資産の額） 0.5億円

※ （１）（２）（３）は、資料4－1「平成26年度再資源化預託金等運用計画（案）」の「１．平成26年度の新規運用額の見通し」における「預託金払渡支出」「預託金輸出返還支出」
「他会計への繰入金支出」の支出額となる

２．投資活動支出

①　特定資産取得支出 下記（１）（２）を合計して算出
（１）再資源化預託金等の入金額：自動車所有者が預託した再資源化預託金等のうち、資金管理法人に入金される額（取得する特定資産の額） 506億円

再資源化預託金等特定資産組入支出 62,013,486 63,300,685 98% （２）運用収入の入金額：再資源化預託金等の運用で得られる収入のうち、資金管理法人に入金される額（取得する特定資産の額） 114億円
（＝期間中に預託された再資源化預託金等及
び再資源化預託金等を運用して得た運用収入 ※ （１）（２）は、資料4－1「平成26年度再資源化預託金等運用計画（案）」の「１．平成26年度の新規運用額の見通し」における「新車購入時預託」「引取時預託」「運用収入」の収入額となる
のうち実際に資金管理法人に入金される額の ※ 預託等から資金管理法人に入金されるまでには一定の期間を要するため、金額は「預託金預り収入」「特定資産運用収入」とは一致しない
合計額）

平成26年度予算額
(千円)

平成25年度予算額
(千円)

対平成25年度比

前期繰越収支差額 9,474,107 7,812,325 121%

次期繰越収支差額 8,273,970 7,793,601 106%

収支予算書上の科目 内容説明

収支予算書上の科目 内容説明

収支予算書上の科目

使途別予算内訳

平成26年度予算 平成25年度予算 前年度比

離島対策等支援事業費用 指定再資源化機関 152,000千円 152,000千円 100%
番号不明被災自動車対応費用 資金管理法人 6,587千円 34,741千円 19%
情報システムの性能対策費用 資金管理法人・情報管理センター -                      168,540千円 0%

合計 158,587千円 355,281千円 45%

使途別内訳 出えん等先
出えん等額
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